
英�語�教�育�

巻�頭�言�

　教育界では，アンケー�ト�調査というものがよく行われる。先日，ある教育委員会か�

ら保護者に出されたアンケー�ト�調査を見る機会があった。その中には「英語教育は何�

年生から始めたほうがよいと思いますか？」なども含まれていた。保護者の英語教育�

に関する意識調査と思われるが，その内容を見て私は少�し�考え込んで�し�まった。多く�

の保護者が小学校１年生からの英語教育を望めば，その教育委員会は小学校１年生か�

ら英語教育を始めるのだろうか。�

　先日，�ある小学校の授業を参観�し�た。�３年生から文字指導が行われていた。�私は�「ど�

う�し�てこんなに早い段階から文字指導をするのですか」と尋ねた。その指導者の答え�

は「児童が文字を書きたがっているのです」というものであった。どれほどの数の児�

童が文字を書きたがっているかはともかく，児童が望むことはそのまま行われるべき�

なのだろうか。�

　私は，先日，膝が痛くなったので，近くの整形外科を訪れた。問診票に身体の状態�

を書き込んで診察室に向かった。医者が�「どう�し�ま�し�たか」�と聞いたので，�「最近，自�

転車を始めたのですが，自転車に乗りすぎて膝がおか�し�くなったようです…」医者は�

私の顔と身体を�じ�っくり診て，�それから一言。�「痛風かも�し�れません。�血液検査を�し�ま�

し�ょう。�」　�案の定，医者の言ったとおり，私は痛風を患っていた。膝の痛みは自転車�

とは関係がなかった。�

　医者も教師も，ともに専門職である。その専門的な知識と能力によって免許が与え�

られ，その職業に就くことが許可されている。新学期を迎え，学校現場では，これか�

らさまざまなアンケー�ト�調査が行われることだろう。さまざまなアンケー�ト�をとお�し�

て，必要な情報を得ることは大切なことである。�し�か�し�，整形外科の医師が，患者の�

話を聞いても，それを鵜呑みにせず，的確な診断を下�し�たように，専門職の教師も，�

自らの専門的な知識によって，自ら的確に判断を�し�ていくことが求められるのではな�

かろうか。�
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1．は�じ�めに�

　英語４技能ファミリー�の中で，�なぜかライティ�

ングはいつも最後に置か�れています。�テス�ト�にお�

いても最後に置かれるこ�とが多いようです。各種�

の学力テス�ト�を見ても，�生徒にとって書くことは�

一番苦手のようで，課題英作文や自由英作文にな�

ると，�とたんに白紙の解答が返る�ことが多くなり�

ます。�も�し�かすると，先生方にと�っても何となく�

指導を後回�し�に�し�て�し�まう技能かも�し�れません。�

　これまで，ライティングは質的に完全なものを�

求めるあまり，英文を構成する単語や文構造など�

を一生懸命「学んでから書く」と考えられてきた�

ように思います。ライティングをとお�し�て養成さ�

れる技能は，ライティングのみに必要と言うより�

は，�全体と�し�てのシステムです。そうする�と，ラ�

イ�テ�ィ�ン�グ�の�活�動�を�と�お�し�て�他�の�技�能�に�も�役�立�

つようなシステムと�し�ての知識・技能を「書きな�

がら学ぶ」�と考えれば，少�し�気が楽になるのでは�

ないで�し�ょうか。�

　以下，�新学習指導要領による変�化を受けて，中�

学�校�英�語�で�の�ラ�イ�テ�ィ�ン�グ�指�導�を�ど�の�よ�う�に�変�

えていけばよいかを考え�てみたいと思います。�

2．新学習指導要領�の改訂ポイン�ト�

　昨�年�３�月�に�告�示�さ�れ�た�中�学�校�の�新�学�習�指�導�要�

領によれば，�平成�24年度から授業時間数が週あた�

り�４�時�間�に�増�え，ま�た�指�導�す�る�語�彙�数�が�1,200語�

程�度�に�増�え�た�こ�と�以�外�は�大�き�な�量�的�変�化�は�見�ら�

れません。�む�し�ろ，小学校での外国語活動�との関�

わりや４技能の統合，言語活動の扱いなど，質的�

変化に注目すべき点が多�いと思われます。�

　さらに，�高等学校の新学習指導�要領では，外国�

語�（�英�語�）�科�の�科�目�構�成�が�全�面�的�に�改�め�ら�れ�ま�し�

た。�「コミュニケーション英�語」�という用語が取り�

入�れ�ら�れ�た�一�方，�「オ�ー�ラ�ル�・�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�

ン」�，�「リーディング」�，�「ライティング」など特定�

の�技�能�を�表�す�用�語�が�消�え�て�い�ま�す。こ�れ�に�よ�っ�

3．これからのライテ�ィング指導�

　このように新学習指導要�領では言語活動の指導�

事項について改善が図られ�，特に書くことについ�

ては全体的な再編成が見ら�れます。これをもとに，�

これからのライティング指�導に求められる原則の�

いくつかを考えてみようと�思います。�

（1）�　�読み手を意識する�

　伝統的に英作文指導にお�いて，生徒が書いた英�

文を読むのは常に授業担当�の先生で�し�た。一般に，�

教師が生徒の書いたものを�読むときには，内容よ�

りも生徒の間違いが目につ�きやすく，訂正のため�

の形式的フィー�ド�バックが主体になって�し�まいま�

す。書き手と�し�ては，誰かがそれを読ん�で反応を�

返�し�てくれることを期待するもの�です。そこで，�

生徒同士で書かせ，相互に�コメン�ト�し�合うことに�

よって読み手を意識させる�ことで，書く意欲を高�

めることができるで�し�ょう。�

（2）�　�場面・状況を明確に�

　英作文をする際に，読み�手を意識すると同様に�

どんな場面・状況で書くの�かを生徒が十分に把握�

し�ている必要があります。�つまり，誰に対�し�て，�

何をどう，どのくらい書く�のかをはっきりさせて�

おくことです。そう�し�ないと，例えば「自分の�住�

む町の紹介」や「家族の紹�介」などのテーマも，�

無関係な内容が並ぶだけで�，文と文のつながりが�

ない文章になって�し�まったりする可能性があり�ま�

す。さらに，目標となる表�現や文構造だけが気に�

なって，�「書くこと＝文法の時間」�という意識が定�

着�し�て�し�まうこともあるからです�。�

（3）�　�タスクと�し�てのライティン�グ�

　最近の第二言語教育にお�いて，タスク�（課題）�と�

いう用語をよく目に�し�ます。いろんな考え方を�含�

むものですが，概ね意味中�心の活動であること，�

目標達成型の活動であるこ�と，ニーズにもとづく�

現実的な活動であること，�などの特徴があります。�

例えば「買い物リス�ト�を作る」などのタスクで�は，�

何を買うかという意味内容�中心，なぜ・どこでそ�

れを買うかといった現実的�な目的・判断・理由づ�

けなど，を含みます。なぜ�これを選ぶのかといっ�

た根拠を考えたり，賛成・�反対意見を考えたりす�

るなど，考える作業も含み�ます。�

新学習指導要領�で�授業は�ど�う�変�わ�る�？�〈�ラ�イ�テ�ィ�ン�グ編〉� 新学習指導要領�で�授業�は�ど�う�変�わ�る�？�〈�ラ�イ�テ�ィ�ン�グ�編〉�

て，�各技能を有機的に関連さ�せ，バランスよく指�

導�す�る�統�合�的�な�英�語�指�導�推�進�の�方�向�を�目�指�し�て�

いると言えるで�し�ょう。�

　さらに言語活動の「書くこと」については，次�

の�下�線�部�の�項�目�が�新�た�に�つ�け�加�え�ら�れ�た�こ�と�が�

注目されます。�

　い�わ�ゆ�る�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�重�視�の�流�れ�の�中�

で「�聞く・話す」を中心に，�とにかくアウ�ト�プッ�

ト�を求めたことから，時と�し�て正確さが不足する�

こともありま�し�た。その反省から，特に�「�語と語�

のつながり」�を明示�し�て正�し�い語順で書くことの�

必要性が述べられています�。�文�レ�ベルでの理解や�

表現の重要性が指摘されま�すが，�英語の苦手な生�

徒は，�前置詞句や修飾語句を�伴う名詞句のような�

句�レ�ベルでつまずくことが多いよ�うです。�

　また，�和文英訳のような情報伝達�形式の質を高�

める作業に対�し�て，�自己表現活動では，よ�り身近�

な�ト�ピ�ッ�ク�に�つ�い�て�自�分�の�考�え�（�賛�否�な�ど�）�や�気�

持ちを述べ，�さらにそれに対�し�て理由を加えるこ�

とでより主体的に関わり，言語に対する意識・感�

覚を育てていこうというね�らいがあります。�

　続�く「文�と�文�の�つ�な�が�り」を�意�識�さ�せ�る�こ�と�

は，�まとまった内容を持ち，�全体と�し�て一貫性の�

ある文章を書けることをね�らったものです。文章�

中の個々の文の形式上のつ�ながり，�および意味上�

のつながりについて注意を�払わせる意味で，ライ�

ティングの理論にも合致�し�た流れと言えます。�
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「書�き�なが�ら�学ぶ」�活動を取�り�入れて�
4．移行措置期間に取り�組みたいこと�

　授業時間が増加�し�ているのに指導内容が�ほとん�

ど増加�し�ていないということは，時�間をかけて言�

語材料の定着を図り，アウ�ト�プッ�ト�を増や�し�て言�

語活動を充実�し�ていくことが目標となりま�す。移�

行措置期間には，そのための�足場づくりを�し�たい�

ものです。�

　例�え�ば，現�行�版�SUNSHINE（�開�隆�堂�）�の�２�年�生，�

Program ６の課末，Let’s Communicate，Speak-

ing and Writing Tasksにおいて，�「将来の仕事」�に�

ついて発表する課題がありま�す。例文では，①な�

りたいもの，②その理由，③�夢を叶えるためにす�

べきこと，を書くことになっ�ています。その前に，�

ト�ピ�ックについてできるだけ�多くのアイディアを�

出させるマッ�ピ�ングを取り入れて，何を書�くかを�

考えさせることができます。�

　さらに職業名が英語で言え�ない場合は，辞書を�

引く前に，よりやさ�し�い英語で言い表す練習をさ�

せ�る�こ�と�も�で�き�ま�す。例�え�ば　�「獣�医」　�は�veteri-

narianで�な�く�て�も「病�気�の�動�物�を�治�療�す�る�人」�

（someone who sees sick animals）�で書き換えるこ�

ともできます。また，次の例�のように，日本語的�

な日本語を，英語に直�し�やすい日本語に変換する�

過程を考えさせることもでき�ます。�

　書く過程の指導に時間をか�けることは，結局は�

よいライティングにつながり�ます。　�「書きながら�

学�ぶ」こ�と�で，少し�で�も�多�く�の�生�徒�が“Writing 

is fun!”と思うように�し�たいものです。�

広島大学教授　�深澤　�清治�

（例）�「今朝は息が白い」�（日本語的な文）�

エ　書くこと�

（�イ�）�語�と�語�の�つ�な�が�り�な�ど�に�注�意し�て�正�し�く�文�を�書�く�

こと。�

（途中略）�

（�エ�）�身�近�な�場�面�に�お�け�る�出�来�事�や�体�験し�た�こ�と�な�ど�に�

ついて，自分の考えや気持�ちなどを書くこと。�

（�オ�）�自�分�の�考�え�や�気�持�ち�な�ど�が�読�み�手�に�正し�く�伝�わ�る�

ように，�文と文のつながりなどに�注意�し�て文章を書�

くこと。�

→�「�今朝は�（寒いので）�息が白く�（見える）�」�（英語�
に直�し�やすい日本語）�
→It is so cold this morning that I can see my 
breath.（より自然な英語）�

将来の仕事�

コンピュータ�動 物�

プログラマー�ペット�
スタイリスト� 獣 医�
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1．は�じ�めに�

　生徒の学習事項を定着�させ，学力を総合的に伸�

ばすために，１年生の頃�から徹底�し�て�「読む」�「書�

く」を重視�し�た指導を行ってきた。本�稿ではその�

中でも「英作文」指導を�取り上げたいと思う。�

2．�「読む」�「書く」重視の指導�

（1）�　�授業の中での「書�く」活動�

　生徒が英語を　�input　�し�，�さらに　�output　�できるた�

めに，授業のさまざまな�場面で「書く」活動を取�

り入れている。�

　例えば，�　�warm-upでのQ-A活動。�　�授業はいつも�

固定�し�たペアによる活動を取り�入れているが，既�

習の英語を用い，パー�ト�ナーと互いに質問を�し�，�

答えたら，英文を「書く�」という形で，活動と活�

動の間に空白の時間を作�らないように�し�ている。�

　また新出文法事項につ�いては，それを用いた英�

文を書く練習を行ってい�る。　�「�語順並べ替え」�→�

「�和�文�英�訳」→「自�己�表�現�英�作�文」の�よ�う�な�形�で，�

スモールステップを踏ん�で練習を�し�ている。�

（2）�「視写ノー�ト�」を用いた活動�

　また英語の　�input　�には，�「音読・視写」�も効果的�

である。１年生で英文を�導入�し�てから，この２つ�

を徹底�し�て継続させている。�

　ノー�ト�は�「予習用」�「視写用」�の２冊を全員に持�

たせ，授業の中でも家庭�学習でも，�「視写用」�ノー�

ト�を使って視写を行えるように�し�ている。�

　授業で視写をさせる場�合は，教科書１ページあ�

たりの文字数から書き終�える目標タイムを定め，�

タイマーを使って時間を�計りながら書かせている。�

目標は，たくさんの英文�を「速く正確に書ける」�

ようになること。�そのためにも，�「１文を見て１文�

を書く」ことを意識させ�ている。�

（3）�　�課題英作文による�　�output　�活動�

　日常の指導の中で計画�的に組み込んでいるのが�

課題英作文である。次の�表のような形で，それぞ�

れの学年に目標を定め，�その目標に沿った課題英�

作文を実施�し�ている。�

学習事項の定着�を�図�る�テ�ク�ニ�ッ�ク�
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「英作文」�で力を伸ばす!
　事前に指導�し�た留意点は，次の４点で�ある。�

3．実践例「日本と�アメリカの文化の違い�」�

（1）�　�活動のねらい�

　外国語学習の目標の１つ�に「異文化に対する理�

解を深める」ということが�ある。言語が用いられ�

る背景にある文化や習慣な�どの違いを理解�し�ない�

ことには，本当の意味でそ�の言語を使いこなせな�

いからである。本時ではア�メリカに限定�し�，日本�

と異なる生活習慣，そ�し�てそこから起こりうる�ト�

ラブルについて生徒が調べ�，英語にまとめた。�

（2）�　�活動の進め方�

①事前の宿題�

　週末に「日本とアメリカ�の文化の違いで『困る�

こと』�『�ト�ラブルになること』�を考え，調べよう」�

という宿題を出�し�，具体的な場面ととも�にインタ�

ーネッ�ト�や書籍で調べ，まとめて�くるよう指示�し�

た。�

②本時の活動�

　宿題で調べたことを用い�，文化の違いから起こ�

る「�ト�ラブル」を英作文する活動�を行った。�

岩手県盛岡市立下橋中学�校教諭　�鈴木　�泉�

学習事項の�定着�を�図�る�テ�ク�ニ�ッ�ク�

学年� 目　標� 英　作　文�

・自己紹介�
・家族・友だち紹介�
・学校紹介�
・自分の１日�
・手紙文�

自分や周囲の人を�

紹介できる�
1

・日記�
・E-mail
・自分の町�
・自分の好きなもの�
・感想文�
・要約文�

教科書を読み，感�

想・意見を伝える�

ことができる�

2

・日記�
・要約文�
・詩�
・日本文化紹介�
・日本と欧米文化の比較�
・意見文「途上国の子」�
・意見文「戦争」�
・意見文「携帯電話」�
・好きな人物�レ�ポー�ト�
・意見文「幸せとは」�

さまざまな�ト�ピ�ッ�

クについて考え，�

意見のやりとりが�

できる�

3

ア．テーマに基づき，�「場面」を考えよう�

イ．5W1Hを考え，話を組み立てよう�

ウ．わからない語句は辞典で�調べよう�

エ．困ったらペアで助け合お�う�

　そ�し�て授業の大半，約35分間を�使って，生徒が�

自分の�レ�ポー�ト�を作成�し�た。英作文が完成�し�た後，�

生徒に指示�し�ているのは次の３つである�。�

ア．作文の見直�し�と自己添削�

イ．ペアで交換�し�，相互添削と相互評価�

ウ．自己評価�

　その後で集め，１枚１枚�読み，評価する。評価�

は細かな文法のミスをチェ�ックするよりも，　�「場�

面が明確にわかる英文であ�るか」�　�「語と語・文と�

文とのつながりを意識�し�た英文であるか」を見�る�

ように�し�ている。�

〈生徒の�レ�ポー�ト�作品例〉�

③事後指導�（添削指導）�

　次時の活動。生徒が書い�た�レ�ポー�ト�から数点を�

TPに�し�，OHPで映�し�て指導する。�

　�「どういう内容か」�「どこがよい表現か」�「どこを�

直�せ�ば�も�っ�と�よ�い�文�章�に�な�る�か」を�生�徒�に�考�え�

させ，その後指導をする。そ�れによって「よりよ�

い」英文とはどういうものな�のかを学ぶ機会とな�

っている。�

4.�「よいモデル」の提�示�

　生徒が英文を書けるように�なるには，　�「よい英�

文を�書�こ�う」とす�る�motivationを�高�め�るこ�と�が�大�

切と考える。そのために日常�的に生徒がお互いの�

作品を見ることができるよう�に�し�ている。�

　例えば，廊下に「英語作品�展示コーナー」を設�

け，生徒の英作文�レ�ポー�ト�を綴�じ�たファイルを置�

き，いつでも誰でも見ること�ができるように�し�て�

いる。�

　また優れた作品数点は，コピ�ー�し�たものを模造�

紙に貼り，展示コーナーに掲�示�し�ている。作品を�

掲示された生徒は素直に喜ん�でいる。また生徒は�

仲間が書いた優れた作品を読�むことによって，�「よ�

い英文の書き方」を学んでい�る。�

5．おわりに�

　現在受け持っている３年生�が，昨年春に行った�

NRT（�標�準�学�力�検�査�）�の�結�果�は�下�の�表�の�と�お�り�で�

ある。�

　入学時から�「読む」�「書く」�重視の指導を行って�

きたことにより，生徒は確実�に力を伸ば�し�てきた。�

NRTの�結�果�か�ら�も「読�む」�「書�く」だ�け�で�は�な�く，�

「聞く」�「話す」を含めた４技能がバ�ランスよく伸�

びたことがわかる。�

　幼児の言語習得過程を考え�ると，親からの言葉�

を「聞く」�，次にそれをまねて「話す�」�，やがて文�

字を覚えて�「読む」�「書く」�をくり返�し�行う。小学�

校低学年の国語では，�「音読・視写」�を何度も行っ�

ている。�

　英�語�学�習�も�同�じ�と�考�え�る。教�師�の�英�語�を「聞�

く」�，仲間と�「�話す」�，そ�し�て�「�読む」�「書く」�を何�

度も行うことは言語習得上，�理にかなっているの�

ではないか。�

　今後も学習事項の定着と，�学力向上のために工�

夫�し�た指導を�し�ていきたい。�

聞く� 話す� 読む� 書く� 計�

本校３年� 80.7 75.3 83.3 71.2 77.6

全国平均� 62.5 61.5 66.7 53.1 61.0
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1．は�じ�めに�

　久�し�ぶりに中学１年生を担当�することになった。�

英語学習の入門期のため�，　�「この１年間で今後の�

英語学習に対する姿勢が�決まる」�，�「勉強自体が苦�

手でも好きな教科は英語�と言わせたい」との思い�

でスター�ト�し�た。�

　私は東京都の公的研修�である東京教師道場の部�

員であった。�そこでの助言を受ける中で，�「若い先�

生方は，家庭学習の課題�の量が少ない」との指摘�

を受けた。�

　日常語である日本語で�すら，実は言語習得のた�

めの作業が毎日くり返さ�れている。日常語ではな�

い�（場合がほとんどであ�る）�英語では，授業以外で�

も英語に触れ，学習する�機会を持たせて基礎・基�

本の定着を図り，その忘�却を防ぎ，これを継続さ�

せることで学習習慣を形�成させたいと考える。�

2．何を家庭学習の�課題にするか�

　教科書に関係するもの�で，継続的に行った課題�

を具体的に列挙�し�てみる。�

学習事項の定着�を�図�る�テ�ク�ニ�ッ�ク�

英語教育・2009年第3号�

中1　�家庭学習の�シ�ス�テ�ム化を目指�し�て�

③音読チェックシー�ト�

　☆がたくさん描いてあっ�ても時間が経てば，す�

らすら音読できなくなって�し�まうことが見られた。�

ごく少数だが，英文にカタ�カナをふっている生徒�

もいる。そこで，�「音読チェックシー�ト�」�を作成�し�

学習事項の�定着�を�図�る�テ�ク�ニ�ッ�ク�

①英単語�ビ�ンゴ�

②復�習�と�し�て�の教�科�書�音読�（�音読�５�回で�☆�を１�

つ描く）�

③音読チェックシー�ト�

④基礎徹底ワークシー�ト�

⑤Writing Notebook

　教科書指導を２学期で一�度終えたので，このワ�

ークシー�ト�もすべて一度は取り組�んだことになる。�

そこで，再度同じものを冊�子に�し�て，冬休みの課�

題と�し�た。�その際，�Let’s Writeの大問３�（基本文を�
応用�し�て英文を書く設問）�で，さらに�「＋１文」�を�

書かせることを課題と�し�た。生徒は返却済みの�シ�

ー�ト�を参照�し�，各自丸つけまでをするこ�とになっ�

ており，私はこの「＋１文�」の部分だけを確認す�

3．各取り組みの流�れ�

　上述の①～⑤について�，実際にどのように行っ�

ているのかを述べていく�。使用�し�ている教科書は�

SUNSHINE（開隆堂）�である。�
①英単語ビンゴ�

　教科書内容を扱う前に�，�「うす～く」�単語導入を�

する�た�め�にビ�ン�ゴ�を行�っ�て�い�る。教�材�は�Let’s En-
joy “�BINGO”�（浜島書店）�を使用�し�ている。�未習語�
を書かせることが疑問視�されるのは理解�し�ている。�

だが，ここで単語を視写�させる意味合いは，小文�

字を書く練習程度だろう�。中２，中３ともなれば�

自分で読もうとする力もつ�くので，中１のような�

意味合いとは異なってくる�と考える。また，自校�

は45分授業であり，この活�動はウォーミングアッ�

プと�し�てテンポよくやりたい意図�もある。よって�

家庭学習で準備をさせてい�る。�

②復習と�し�ての教科書音読�

　授�業�で�教�科�書�内�容�を�Oral Introduction（�ま�た�は�

Interaction）�し�，�内容を理解させた後，�音読練習を�

し�ている。家庭学習と�し�ては，５回音読�し�たら☆�

を１つ描かせることに�し�ている�（武蔵野大学，�長勝�

彦先生の実践）�。�「次の授業までに☆を～�個」と指�

示�し�たりするが，基本的に定期テ�ス�ト�までに☆10

個を目標と�し�ている。�各生徒に教科書準拠のCDを�

持たせているので，音源を�頼りに音読練習をする�

ことも認めている。　�「年度終了時には教科書を�☆�

でいっぱいに�し�よう」と常に声をかけて�いる。�

た。１課につき�

２回提出させて�

いる。�

　そ�こ�に�は，�

「ア．�音読を聞い�

てもらった相手�

３名�（保護者，�同�

じ�クラスの生徒，違うクラ�スの生徒）�のサイン」�，�

「イ．�その相手からの一言」�，�「ウ．�聞いてもらった�

自分の感想」を書かせてい�る。たまに偽造サイン�

が発見されるが，２，３度�は騙されてあげること�

もある。続くようであれば�注意することもある。�

保護者からの一言を読むと�好意的なものもあり，�

興味深い。�

④基礎徹底ワークシ�ー�ト�

　教科書内容を指導�し�た後，該当する課につい�て�

指導書付属教材の『基礎徹�底ワークシー�ト�』を課�

題と�し�ている。この教材の特長は�，順番に進めて�

いくと前の設問が後ろの設�問のヒン�ト�となるよう�

に，各設問が有機的に関連�し�ていることである。�

初出語にカタカナがふって�ある配慮もありがたい。�

まさに，英語が苦手な生徒�にやさ�し�いワークシー�

ト�である。�

　この課題にはルールを設�けている。それは，絶�

対に左上から順番どおりに�取り組むことである。�

理由は各設問が「有機的に�関連�し�ている」からだ。�

Let’s Sayの�コ�ー�ナ�ー�で�は�10回�は�音�読�す�る�こ�と�を�
指定�し�，Let’s Writeの�「３回ずつ言って…」�を５�
回に変えることもある。�

　この課題の提出の流れは�，以下のとおりである。�

ア．配付された日の翌朝�（１時間目の開始前）�を提�

出期限と�し�て英語係が回収する。�

イ．私が空き時間に丸つけ�を�し�，ミスがない場合�

には「合格」印を押す。ミス�があった場合に�

は赤で下線のみ書いて指摘�し�，�「再」�と記�し�て�

学年の配付棚に入れる。�

ウ．生徒は訂正�し�たら「再提出箱」に入�れる。�

エ．よければ�「OK」�印を�

押�し�返却する。ダメ�

ならば，また�「再々」�

となり，�「OK」にな�

るまでくり返す。�

カ．教科書の裏表紙�

に貼付�し�た「ス�

タンプ確認�し�ま�

表」にスタンプ�

ポイン�ト�をチェ�

ック�し�ていく。�

オ．生徒はチェックシー�ト�に課題が済んでいるこ�

とを確認できるように書き込�む。�

るように�し�た。これもまた，上述の�エをくり返す�

ことになるのは同じである。�

⑤Writing Notebook

　中１であるため　�copying　�をさせている。先輩教�

師から教わったように「ア．�ねらい」�，�「イ．やり�

方」�，�「ウ．ルール」などを記�し�た紙をノー�ト�の最�

初のページに貼付させる。�

　書く英文の原則は，�「自分が発音できて，�意味の�

わかる文」である。１文ごと�に通�し�番号をつけて�

視写�し�ていく。３学期から始めたが�，中１のうち�

に�ま�ず�は�1,000を�目�

標と�し�た。アメとム�

チで詰めていきたい�

と�思�う�（�１�月�末�の�時�

点�で�早�い�生�徒�は�300

文程度）�。�今後の成果�

が楽�し�みである。�

4．最後の1割をどう�するか�

　上述の①～⑤は，①→②→�③→④→⑤のように�

有機的に関連するように意識�し�ている。そのシス�

テムを生徒に理解させること�が課題に取り組む姿�

勢を形成する要素の１つであ�るとも考える。だが，�

いくら詰めてもできない生徒�もいる。声をかけて�

励ま�し�続けながらも，時には短時間�でも居残りさ�

せるなど，�アメとムチを使い分け，�「生徒一人ひと�

りを大切にする」心で接�し�ていく�し�かないと思う。�

でも，道のりはまだまだ長い�…。�

5．おわりに�

　以上，教科書に関係する家�庭での学習課題につ�

いて平成�20年度にやってきたことを�述べた。�もち�

ろん改善点などもあるだろう�が，何かの参考にな�

れば幸いである。�

　多くの先生方が目指�し�ているのは，生徒が自ら�

考えて，�家庭で自学自習する姿�だろう。�平成�20年�

度は「自学」の機会が少なか�ったので，21年度は�

徐々に自学システムづくりを�目指�し�ていきたい。�

東京都品川区立小中一貫�校日野学園教論　� 　�

だま�
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1．は�じ�めに�

　日頃から授業で大切に�し�ていることは「生徒の�

学びをいかに成立させる�か」である。具体的には，�

教師の�「教えたいもの」�を生徒の�「学びたいもの」�

にするにはどうすればよ�いかを考えて授業づくり�

に�取�り�組�ん�で�い�る。こ�こ�で�は�教�科�書�SUNSHINE

（開隆堂）�の３年生，�Program ７でのタスク活動を�

取り入れた授業実践をと�お�し�て，生徒の学びの支�

援と学習内容の定着に向�けた授業のあり方につい�

て考えてみたい。�

　�

2．生徒の学びとタ�スク活動�

　タスク活動は，課題の�解決を軸と�し�て展開され�

る学習活動である。課題�設定を適切に行うことに�

よって，�「教えたいもの」�が�「�学びたいもの」�へと�

転化�し�，生徒は主体的に学習に�取り組むようにな�

る。その結果，基本的な�知識とその活用の仕方を�

効果的に習得させること�ができる。生徒はタスク�

を達成する過程で表現を�自分のものと�し�，それを�

活用する力を身につけて�いく。また，その過程で�

班やペアでの協同学習を�工夫することにより，そ�

の学びを深めることがで�きる。深い学びは強い印�

象となって生徒の心に残�り，学習の定着に向けて�

の大きな力になると考え�ている。�

　�

3．授業でのタスク�活動�

（1）�　�導入時�

　導入は新�し�い表現との出会いの場で�ある。そこ�

で，学校の先生などの身�近な人や自分たちの住ん�

でいる場所に関する話題�をスキッ�ト�に�し�ての関係�

代名詞や不定詞の導入，�ジェスチャーを使った進�

行形の導入など，日常で�の活用を意識�し�た自然な�

場面設定と楽�し�い授業空間を心がけて�いる。�

　また，同時に，導入そ�のものをリスニングタス�

クとすることによって，�生徒が興味・関心を持っ�

て本時の課題となる表現�に自ら気づき，それが習�

学習事項の定着�を�図�る�テ�ク�ニ�ッ�ク�

英語教育・2009年第3号�

“学び”�を支援する�タ�ス�ク�活動�

学習事項の�定着�を�図�る�テ�ク�ニ�ッ�ク�

得への意欲につながるよう�に考えている。�

（2）�　�文法事項等の習得�

　習得すべき文法事項等を�使って，できるだけ自�

由度が高い表現活動をさせ�るように�し�ている。�

　例えば，�関係代名詞　�who　�の学習では，�タスクを�

「長江�中学校�の先生�について　�who　�を使っ�て説明�し�

てみよう」�と�し�た。その結果，Ms.～ is a teacher 

who always says,“�I am pretty.”�など，生徒は教�

師の特徴をとらえて意欲的�に表現�し�た。�

　また，�関係代名詞　�which　�の学習では，�動物クイ�

ズを使って導入�し�，�タスクを　�「whichを使って動物�

クイズを作ろう」と設定�し�た。全部異なる動物カ�

ー�ド�を各班�（４人）�に渡�し�，クイズ作りをさせた�。�

各自が１つの動物を担当す�るので，一人ひとりが�

責任を持って取り組んだ。�「モグラ」�は　�This is an 

animal which lives in the ground.「�カメ�レ�オン」�

は　�This is an animal which has a long tongue. と�

表現�し�ていた。班対抗の動物当て�クイズと�し�たの�

で，生徒は班で相談�し�合い，実際にクイズの出�題�

や応答をとお�し�て，�which　�の使い方を楽�し�く，�効果�

的に習得�し�た。�

（3）�　�本文の内容理解�

　本文理解のためには，内�容を理解させる�「質問」�

をタスク化することが求め�られる。その際，本文�

に書かれている重要事項に�ついて課題を設定する�

ことは当然であるが，それ�だけでなく本文には直�

接書かれていない，文脈等�から推測させるような�

課題の設定も大切である。�

　例えば，�本文中のThank you.　�という表現を取り�

上げて，　�「ここでは主人公はどう�いう気持ちで言�

っ�た�の�で�す�か」と�質�問�す�る。ま�た，I know how 

you feel.　�という表現では，�「なぜ気持ちがわかる�の�

ですか」と質問する。こう�し�たタスクを通じて，�

本文のより確かな内容理解�が可能になると考えて�

いる。�

（4）�　�単元で習得�し�たことの活用�

　�「単元の終わりにどんな�力をつけていたいか」�と�

いう視点に立って設定する�のが「ゴールタスク」�

である。�Program ７の単元の終わりでは，�「新�し�い�

ALTの�先�生�に�尾�道�の�名�所�や�観�光�地�を�紹�介�し�よ�

う」と�い�う�ゴ�ー�ル�タ�ス�ク�を�設�定�し�た。生�徒�は�

Senkoji Park is a place which is famous for 

cherry blossoms.　�など，関係代名詞　�which　�を適切�

に使って紹介文を書いてい�た。�

　そのときの授業過程は次�のとおりである。�

次の３点が重要であると考え�ている。①生徒が言�

語の使用場面を具体的にイメ�ージできる，②生徒�

自身が必要とする課題を選ぶ�ことができる，③課�

題に取り組んだ結果，自分の�英語の活用力がつい�

たという達成感が得られる。�

　次の授業で生徒の様子はど�うであったか。クラ�

スで英語が最も苦手な生徒が�「ちゃんと読む練習�

し�てきたよ。聞いて」と言う�ので，その読みを聞�

くと，日頃の彼の読みに比べ�て数段すらすら読め�

ている。いつも宿題を忘れる�その生徒が家庭学習�

で�し�っかりと読みの反復学習�を�し�ていた。発音の�

不安が常にあり，�「これ，�どう読むのですか」�　�とよ�

く質問する生徒も，その日は�自分自身で練習�し�な�

がらALTに紹介する順番を待っている。�また，�英�

語の得意な生徒は自分なりに�文をつけ加え，さら�

に暗唱に挑戦�し�ていた。全員が自分の紹介�し�たい�

場所をALTに伝え，�ALTからの質問に答え，�そ�し�

て紹介文をALTに渡�し�て授業は終わった。�いつも�

は，誰かが家庭学習課題を忘�れ，忘れた生徒に対�

し�て授業中に注意することが�し�ば�し�ばである。�し�

か�し�，�この授業では，�ALTに尾道を紹介する活動�

に向けて，全員が自分で選ん�だ課題に意欲的に取�

り組み，授業に臨んでいた。�

　�

5．おわりに�

　この授業実践を通じて，タ�スク活動が授業での�

生徒の学びを変えるだけでな�く，家庭学習への効�

果的な学びの継続を可能にす�ることに気づくこと�

ができた。それは本当の意味�で，学んだことの定�

着につながると考えている。�本年度は授業のさま�

ざまな場面で，生徒の“学習�活動のタスク化”を�

試み，家庭学習課題の出�し�方の工夫を�し�ていきた�

い。そのために，自らの教材�研究を深く�し�，生徒�

の“学び”の定着のための努�力を続けていくつも�

りである。�

導�
入�

黒�板�に�貼�っ�て�あ�る�複�数�の�写�真�（�金�閣�寺，東�京�タ�

ワー，�ピ�ザ，�ラーメンなど）�について，�関係代名詞�

whichを使ってペアで説明させる。�

展�
開�

①本時のねらいの「ゴールタスク」を提�示する。�

②２種�類のモ�デル�となる�尾道紹�介の�手紙文�を教師�

が読み上げる。�

③紹介文を書く手順を質問によって確認�する。�

④２種�類の�紹介文�を比�較�し�ながら，よ�りよ�い紹介�

文にす�るため�には�どのよ�うな�工夫が�考え�られる�

か確認する。�

⑤紹介�文をワ�ーク�シー�ト�に書か�せな�がら個�別支援�

をする。�

⑥完成�し�た紹介文を各班内で読み合わせる。�

⑦改めて，�自分の紹介文を訂正させたり，�加筆させ�

たりする。�

ま�
と�
め�

家庭学�習の�課題と�し�て，反�復練�習のた�めの�課題と�

発展的課題の２種類を提示する。�

4．家庭学習へつなぐ�

　授業を家庭学習へ効果的�にリンクさせることが�

できれば，生徒の学びに継�続性を持たせることが�

できる。先の授業の最後に�，次のような家庭学習�

のタスク�（課題）�を提示�し�た。�

　�「次�回�の�授�業�で�は，実�際�に�ALTの�先�生�に�自�分�が�

説明�し�た手紙を読んで手渡�し�ます。家で次の２つ�

の課題のどちらかを選んで�やってみてください。�

①発音，イン�ト�ネーションなどをくり返�し�練習す�

る，②さらに詳�し�く説明�し�たいと思う人は１文で�

も２文でもつけ加えてみる�。�」�

　家庭学習課題は大きく２�つに分けられる。１つ�

は基礎・基本の定着を図る�課題で，もう１つは発�

展的な課題である。また，�学習課題を出すとき，�

参考文献�

中嶋洋一 Tips for Everyday Classes 『STEP英語情報�

　2008 ７・８月号』日本英語検定協会�

高島英幸�（2005）�『英語のタスク活動とタスク』大修館書�店�

元　�広島県尾道市立長江中学校教�諭　�佐々木　�久美子�
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1．は�じ�めに�

　数年前，まだ私が教師�に成りたてのときです。�

自分自身の授業にどこか�行き詰まりを感�じ�，運よ�

く巡ってきた田尻悟郎先�生�（関西大学教授）�の講演�

会に参加�し�ま�し�た。すべてが非常に興�味深いお話�

で�し�たが，その中でも特に印象�に残ったのが「大�

切なことは授�業の中でい�かに生徒が　�Get Familiar

するための時間をとれる�かなんだ」という言葉で�

し�た。それから私はいかに「楽�し�く定着」させる�

かに力点を置く授業づく�りを目指�し�てきま�し�た。�

今回は特に効果的だった�活動の１つ，�warm-upの�

時間を使った活動を紹介�し�ます。�

2．warm-upの年間計画�

　例�と�し�て�１�年�生�の�warm-upの�年�間�計�画�を�あ�げ�

ます。�

　warm-upと�し�て�行�う�う�え�で�気�を�つ�け�な�け�れ�ば�

ならないのが，①短時間�で行える，②テンポがよ�

く，英語学習のリズムを�作る，③動きがあり，口�

や体が軽くなる，といっ�た活動であることです。�

今回は特に１年生の１学�期に行う２つの内容につ�

いて紹介�し�ます。�

（1）�　�初めてのShort Talk （4，5月）�

　入学�し�たてのこの時期には英語を話�す楽�し�さを�

感�じ�ること，授業のルールを教�えること，いろい�

ろな友人と触れ合うこと�をさせたいものです。ま�

ずは簡単な自己紹介の文�をペアで伝え合うことか�

ら始めます。�Short Talkの約束である，�①大きな声�

ではっきりと，②相手の�目を見て，③日本語は使�

わない，④�ビ�ッグスマイル！，を生徒�と確認�し�て�

から始めます。授業ごと�に必ず新�し�い文や課題を�

増や�し�ていくようにすると，誰に�とっても毎回新�

たなチャ�レ�ンジになり，今まで取り組ん�だ文も何�

度もくり返すことができま�す。１文ずつ増えるの�

で生徒は無理なく練習でき�，最後には「こんなに�

長い会話ができるようにな�ったんだ！」という自�

信にもなります。普段は黒�板にセンテンスカー�ド�

を貼って進め，最後にまと�めのプリン�ト�を配って�

復習できるように�し�ます。�

（2）�　�音楽を使った単語の�定着�（6，7月）�

　この時期には数字，月，�曜日などを覚えてもら�

います。すぐに覚えて�し�まう生徒がいる一方で�，�

なかなか覚えられない生徒�もいますが，だからと�

いって「各自覚えてきなさ�い」では酷な話です。�

みんなが飽きないで練習す�るためには，音楽の活�

用が一番です。よくある曜�日などの歌で，なるべ�

くテンポがよく，少�し�難�し�い曲を選びます。毎日�

くり返すと誰でも自然に口�ずさめるようになりま�

す�し�，そのうち廊下で生徒たちの�歌う声が聞こえ�

てくるようになります。�

　その他に使うものは同じ�リズムを刻んだアップ�

テンポな曲です。私は音楽�好きの同僚に頼んでオ�

リジナルのものを作っても�らいま�し�た。これは単�

調になりがちな単語を読ん�で覚える練習を，楽�し�

くチャ�レ�ンジングなものに�し�てくれます。また，�

テンポに合わせて単語を読�むことをこの時期に染�

み込ませることによって，�その後もリズムのある�

授業を展開�し�やすくなります。�

3．おわりに�

　もちろんここで述べたこ�と以外にも英語学習に�

必要な要素は多く，時間は�いくらあっても足りな�

いものです。限られた時間�の中でいかに効率よく�

「楽�し�く定着」�させることができるか，そ�のために�

一番大切なことは授業の至�るところで教師自身が�

リズムを感�じ�ていることだと思っていま�す。私自�

身の次の重点は　�output　�段階で，�いかに　�「覚えてよ�

かった」と感�じ�させる課題を用意するか�です。ま�

だまだ未熟者教師，これか�らもがんばります。�

1．は�じ�めに�

　英語の授業には，コミュ�ニケーションを図るこ�

と，ことばを追求すること�，異文化に親�し�むこと�

など，さまざまなおも�し�ろさがあります。今回�は�

過去５年間の私の授業実践�の中から，１年生のこ�

とばを追求する授業の一部�をご紹介�し�ます。�

2．私の授業実践�

①イメージするって�おも�し�ろい�

　授業者がおも�し�ろいと感�じ�たさまざまな英単語�

のイメージをALTとのスキッ�ト�やクイズで紹介。�

定着を目指�し�たwarm-up活�動�
北海道砂川市立石山中学校�教諭　�前田　�喜久子�

４，５月　　�　�Short Talk①　�自己紹介�と�簡単�な�質問�
６，７月　　�　�楽�し�い歌で単語定着�
８，９月　　�　�疑問文とその答え�方�
10，11月　　�　�教科書本文の単語�定着�
12，１月　　�　�Short Talk②　�相手に聞き返す�
２，３月　　�　�疑問文とその答え�方�
　　　　　　�　�Short Talk③　�１年のまとめ�

（�例�）�「彼�は�鼻�が�高�い」と�言�う�と�き�の「高�い」�

は，どんな単語を使うのだ�ろう？�

　He has a （high, big, tall, long）� nose.

私の授業実践報告�
―英単語の�イ�メ�ー�ジ�を�探�ろ�う�―�

静岡県静岡市立観山中学校�教諭　�村谷　�泰治�

　大学からゲス�ト�ス�ピ�ーカーを招き，英単語か�ら�

さまざまなことがイメージ�できることを紹介。�

（�例�）�Eric Carleの�絵�本�THE VERY HUNGRY 
CATERPILLARを�使�っ�て�throughの�イ�メ�ー�ジ�

を�紹�介。On Monday he ate through one 

apple.　�と�On Monday he ate one apple.　�を�比�

較�し�，throughの�あ�る・�な�し�に�よ�って�リン�ゴ�

の食べ方のイメージが異な�ることを説明。�

　子どもたちは英単語のイ�メージを探ることによ�

り，そのことばを使用�し�ている英語話者の発想�に�

も触れ，題材のおも�し�ろさを感�じ�ていま�し�た。�

②単語について調べ�よう�

　子どもたちは，自分が興�味を持った単語につい�

て，英和辞典，和英辞典，�簡単な英英辞典，英語�

表現に関する書籍，ウェブ�サイ�ト�などで調べてい�

きま�し�た。授業者は，子どもたち�が十分な追求活�

動ができるように，できる�かぎり異なった種類の�

辞書や専門書を用意�し�ま�し�た。�

③プ�レ�ゼンテーションの工夫�を�し�よう�

　授業者は「自分が創り上げ�た英単語のイメージ�

を，簡単な英語で伝え合う活�動を�し�よう」となげ�

かけま�し�た。子どもたちは試行錯誤�し�ながらも，�

自分で英文を作るおも�し�ろさや，プ�レ�ゼンテーシ�

ョンを工夫するおも�し�ろさを味わっていま�し�た。�

④単語のイメージを伝�え合おう�

　プ�レ�ゼンテーションは，１グルー�プ５分で行い，�

ALTに�は�Native Speakerの�立�場�か�ら�自�分�の�意�見�

を言ってもらいま�し�た。クラス全体で自由�に英単�

語のイメージを語り合い，英�語ということばの持�

つおも�し�ろさを共有することができ�ま�し�た。�

（例）�テーマ：help, assist, save を使い分けよう。�

（子どもたちが創�り上げた英単語�のイメージ）�
help：同等な仕事�，立場で助けて�もらうイメージ�
assist：上下関係があり，人�の下で働くイメ�ージ�
save：命を救う，�大切なものを守る�イメージ�

（子どもたちが考�えたプ�レ�ゼンテーショ�ン）�
  Hello, everyone. We will show you a skit. Look and listen. 
Tomio is a student. Yusuke is Tomio’s mother.  Today, 
Tomio has a lot of homework. They are at home.
A : What’s the matter, Tomio?
B : I can’t finish my homework.
A : Can I help you?
B : Oh, really? Thank you.
C : Can you understand the word“help”�?
　�　�We will show you second skit about“�assist.”�Yusuke is 
a TV director. Tomio is his assistant director.  
A : Tomio, please bring that chair for me.
B : O.K. 
A : Tomio, please bring that desk for me.
B : Sure.
A : You assisted me. Thank you.
C : Can you understand the word“assist”�?
　�　�We will show you third skit about“�save”�. Tomio is in 
a fire now. Yusuke is Spiderman. Tomio is in danger.  
A : Help me. Help me.
B : Are you O.K.? Are you O.K.? Tomio, let’s go outside. 
C : Spiderman saved Tomio’s life. Can you understand 

the word“save”�?
　�　�We will ask you a question. Please choose the best answer.

No.1　�I assist his life.   No.2 I help his life. 
No.3　�I save his life.
The best answer is No.3.（生徒原文のまま）�

（子どもたちが追求�し�た単語）�
funny, interesting, exciting / big, large / small, 

little / on, over, above / under, below / save, 

help, assist / see, look at, watch / speak, talk, 

say, tell / trip, travel / home, houseな�ど�

Teacher's Forum Teacher's Forum
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日本英語教育研究所報�（2�0�9�）�

第57回　中村英語教育賞入選論文発表

◆　�審　査　員　�◆�

　　　　　�（審査委員長・横浜国立大学�名誉教授）�

　　　　　�（同副委員長・兵庫教育大学�教授）�

　　　　　�（静岡大学教授）�

　　　　　�（福岡教育大学教授）�

　　　　　�（北海道教育大学札幌校教授�）�

　今回で実に57回を数え�る，全国的に知名度の高�

い伝統ある「中村英語教�育賞」に，合わせて６件�

の労作が寄せられ，審査�員一同非常に嬉�し�く審査�

にあたることができま�し�たことをご報告�し�，厚く�

お礼申�し�上げます。�

　自由題を含めて４種類�の課題に対�し�て，高等学�

校教諭６名のご応募をい�ただきま�し�た。どの論文�

も力作揃いで，審査は難�航いた�し�ま�し�たが，最終�

的には，上位３点を選出�することができま�し�た。�

　審査にあたりま�し�ては，　�5　�名の審査員が慎重に�

審査�し�，その結果を踏まえて総合�的な観点から委�

員長と副委員長との間で最�終審査を行いま�し�た。�

その結果，上記３点の入選�作を決定いた�し�ま�し�た。�

審査基準につきま�し�ては，従来からの　�5　�つの観点，�

独創性・発想力，内容の充�実度，構成力，表現力，�

応用性・実用性から審査を�行いま�し�た。�

　入選作の講評などについ�ては次号に掲載いた�し�

ます。ご期待ください。�

論文審査にあた�っ�て�審査委員長　�佐野　�正之�

第１位：該当者な�し�

第２位：�The Value of Dictogloss for Japanese Senior High School Students

　　　　分詞構文の表現効果・使用�レ�ジスター研究に基づく授業実践�

　　　　～分詞構文は高校でどう取�り扱われるべきか～�

第３位：�The Effect of Shadowing with Different Text Level on Listening

　　　　�　�Proficiency

佐　�野�正　�之�

山岡俊比古�

白　�畑�知　�彦�

高　�梨�芳　�郎�

萬　�谷�隆　�一�

　小�学�校�英�語�活�動�を�受�け�て，こ�れ�か�ら�の�中�学�校�英�

語�が�果�た�す�べ�き�役�割�と�は�何�な�の�で�し�ょ�う�か。い�く�

つかのヒン�ト�を示�し�たいと思います。�

●学習モー�ド�の移行支援�
　小�学�校�英�語�活�動�で�は，あ�そ�び�や�体�験�的�学�習�が�主�

ですが，中学校英語では，�「�努力�し�て達成する」�と�

いう要素が出てきます。�「�あそび・体験的活動」�が�

先�行�す�る�こ�と�は�悪�く�な�い�の�で�す�が，地�道�な�努�力�と�

練�習�へ�の�耐�性�を�育�て�る�う�え�で�懸�念�が�な�い�わ�け�で�は�

ありません。�中学校英語では，�学習モー�ド�が突然変�

化�し�ないように，�小学校の実態を知り，�特に１年生�

の授業方法を工夫する配慮が必要で�す。�

●言葉を整え，整理する�
　中学校英語で大切なのは，�「�通�じ�ればよい」�とい�

う�傾�向�が�あ�る�小�学�校�英�語�に�慣�れ�て�き�た�子�ど�も�た�ち�

に，文�法�や�表�現�の�正�確�さ�の�大�切�さ�を�い�か�に�納�得�さ�

せ�る�か�と�い�う�こ�と�で�す。そ�の�ヒ�ン�ト�は，１�つ�に�は，�

こ�れ�ま�で�以�上�に�目�的�感�を�重�視し�て，タ�ス�ク�達�成�の�

た�め�に�表�現�形�式�を�正�し�く�学�ぶ�必�要�感�を�高�め�る�こ�と�

です。もう１つは�「�子どもの英語表現」�から�「�大人�

の英語表現」�への脱皮を促すことで�し�ょう。�いつま�

でも�「�通�じ�ればよい」�では，言いたいことを細やか�

に�表�現�で�き�ず，稚�拙�な�ま�ま�で�あ�る�こ�と�を�生�徒�に�理�

解させる必要があります。�

●項目学習から規則学習へ�
　小�学�校�英�語�活�動�は，単�語�や�フ�レ�ー�ズ�を�そ�の�ま�ま�

覚�え�る「項�目�学�習」が�主�体�で�す。中�学�校�英�語�で�は，�

徐々に�「�規則学習」�の要素が出てきます。この規則�

学�習�は，中�学�生�の�発�達�段�階�で�こ�そ�有�効�に�な�る�も�の�

で，�中学校英語の重要な役割です。�小学校で�「まる�

ごと」�覚えてきた表現を，�中学校英語で新たに文法�

と�い�う�視�点�か�ら�再�認�識�す�る�と�い�う「帰�納�的�な�気�づ�

き」を�伴�っ�た�学�習�の�機�会�を�よ�り�多�く�与�え�る�べ�き�で�

す。と�り�わ�け�タ�ス�ク�の�事�後�に�お�け�る�自�発�的�な�気�づ�

き�を�誘�発�す�る�よ�う�な�問�い�か�け�や�振�り�返�り�の�工�夫�が�

必要です。�

　ま�た，文�法�や�表�現�形�式�へ�の�気�づ�き�を�促�す�う�え�で，�

文�字�の�役�割�も�重�要�で�す。文�字�に�よ�っ�て�文�法�は�可�視�

化�さ�れ�意�識�化�が�容�易�に�な�り�ま�す。さ�ら�に�文�字�に�よ�

り，�小学校でまるごと覚えた表現は，�初めて単語に�

「�分節」�し�て意識されます。�

●4技能の統合�
　小学�校英�語で�は�話す�（S）�，聞�く�（L）�が�中心�です�が，�

中学校の学習指導要領は，�読み�（R）�，�書き�（W）�を含�

め�た�４�技�能�の�指�導�の�充�実�を�唱�え�て�い�ま�す。そ�の�た�

め�に�は，ま�ず�小�学�校�で�の�音�声�の�基�礎�を�文�字�に�移�行�

す�べ�く，十�分�に�音�読�に�習�熟�さ�せ�る�こ�と，さ�ら�に�は，�

R→S（読んで言う�）�，L→W（�聞い�て書く，メモをと�

る）�など，�音声と文字のスキルを統合させる練�習が�

重要です。�

●�「�小学校で既に行った活動」の扱い�
　従�来�中�学�校�で�行�わ�れ�て�き�た�自�己�紹�介�や�道�案�内，�

買い物等の活動は，�小学校でも行われてきます。�こ�

のような�「�デジャヴ活動」�に対�し�て生徒は，�「�つま�

ら�な�い」と�い�う�反�応�を�示�す�可�能�性�が�あ�る�一�方�で，�

「�以前やったことあるからやさ�し�い」�とかえって意�

欲�的�に�取�り�組�む�可�能�性�も�あ�り�ま�す。中�学�校�英�語�で�

は，�生徒の反応を見きわめつつ，�少�し�ステップアッ�

プ�し�た要素を加味する配慮が必要です。�

●談話展開力の充実�
　小�学�校�英�語�活�動�で�は，例�え�ば�Where do you 

want to go?という質問に対�し�て，Brazil.　�など，単�

発�の�や�り�と�り�に�な�る�傾�向�が�あ�り�ま�す。中�学�校�で�は，�

ぜ�ひ�「�対�話�を�深�め�る」力�を�高�め�る�努�力�が�必�要�で�す。�

例えば上の会話では，�Why?という質問を続け，�相�

手がBecause I want to practice soccer there.　�と答�

え�る�な�ど�話�題�を�深�め�る�こ�と�が�可�能�で�す。小�学�校�英�

語�で�は�難�し�い，プ�ラ�ス�α�の�談�話�展�開�力�を�目�指�し�て�

ほ�し�いと思います。�

●より豊かな自己表現と理解への招待�
　中�学�校�で，体�験�的�学�習�か�ら�本�格�的�な�言�語�学�習�に�

シ�フ�ト�す�る�こ�と�は�た�い�へ�ん�穏�当�な�こ�と�な�の�で�す�が，�

一�方�で，体�験�重�視�の�小�学�校�英�語�で�は�大�切�に�さ�れ�る�

「�目�的�感」が�希�薄�に�な�る�傾�向�が�あ�り�ま�す。そ�れ�ゆ�

え，�中学校英語では，�中学生ら�し�い自己表現活動や�

発�展�的�プ�ロ�ジ�ェ�ク�ト�な�ど，外�国�語�を�学�ぶ�意�味�を�感�

じ�られる授業を目指�し�ていただきたいと思います。�

　次�回�は，小�学�校�と�中�学�校�が�連�携�し�た�取�り�組�み�の�

例と小中の橋渡�し�のあり方について考えます。�

神奈川県立有馬高等学�校　甲斐　順�

大分県立安心院高等学�校　渡辺　�眞一�

秋田県立横手清陵学�院高等学校　濱田　陽　�

これからの中学校英語の
役割を考える

北海道教育大学札幌校教授　萬谷 隆一�

小学校で英語が始まった！�連載�

第3回�
CBA
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1．�「紙」�の辞書と電子辞書�の�“antinomy”�という�

　　�現実�

　筆者は「紙」の辞書の�携帯を必須と�し�ているが，�

実態はと言えば，�電子辞書が主流である�（入学�し�て�

くる�生�徒は�な�ぜか�全�員持�っ�てい�る�）�。　�担当�す�る�ク�

ラスの生徒全員に聞いて�みたところ，電子辞書は�

コンパク�ト�で軽いという意見に加えて�，最も印象�

的だったのは「紙」の辞�書は自宅学習という“制�

約のない時間”�の中で�「�じ�っくり読み」�，電子辞書�

は授業という“制約のあ�る時間”の中で「素早く�

引く」という“辞書観”�であった。さらに「じっ�

くり読む」の意図すると�ころを掘り下げて聞くと，�

例えば未知の動詞があれ�ば，まず文型を考えた後，�

自動詞か他動詞かを判断�し�，例文を参照�し�ながら�

英文のジャンルと文脈か�ら意味を確定するそうで�

ある。その点で実践�し�ている辞書指導の効果�が少�

し�は出ていると納得できるもの�の，実際の授業で�

“キーをたたく姿”�を見ると，電子辞書を活用�し�て�

英語教育に資するものは�ないかと考えざるを得な�

い。�

　�

2．リスニング雑感�

　大学�入�試�に�対�応�で�き�る受�験�指�導�と�い�う�“現�実と�

の妥協”�の中で，�センター試験やAO入試へのリス�

ニング導入とあいまって�「どのように�し�たらリス�

ニングができるようにな�りますか」という質問が�

多くなってきた。筆者の�場合，�「音を聞き取る」�ス�

キルに加えて，�「音声情報を聞き分け，�短期記憶に�

保存する」スキルが必要�であるということを生徒�

向けの言葉に代えて答え�ることに�し�ている。前者�

はいわゆる“英語のシャ�ワーを浴びる”ことによ�

って習熟するものである�が，�後者は心的辞書�（メン�

タ�ル�・�レ�キ�シ�コ�ン�）�に�お�け�る�語�彙�情�報�を�活�用�し�て�

適切な意味にアクセス�し�，イメージマップを描�く�

ト�レ�ーニングが要求される。その�際，個々の背景�

知識をベースに，�ト�ピ�ックに必要な情報をスキ�ャ�

ニング�し�て会話の場面や登場人物�の役割や心的状�

況を推測�し�つつ，ス�ト�ーリーの展開を予測�し�，ポ�

イン�ト�を整理�し�なければならない。最終�的には生�

徒が個々に目的意識を明確�に�し�，それぞれが自宅�

学習という“制約のない”�時間の中で学習を進め�

てもらわなければならない�のだが，その動機づけ�

と�し�て�50分という�“�制約のある”�授業の中で何ら�

かの取り組みが必要だと思�われる。�

　�

3．具体的な取り組�み�

　授業では音読を指導の柱�の１つに�し�ている。�し�

か�し�，担当�し�ている生徒を見ていると，�音読�し�な�

いというよりも音読する学�習ス�ト�ラテジーが身に�

ついていないというのが実�感である。コミュニケ�

ー�シ�ョ�ン�能�力�養�成�の�フ�ロ�ー�チ�ャ�ー�ト�で�あ�る�input

→intake→�outputを�顕�在�化�さ�せ，英�語�の�音�声�に�対�

する“苦手意識”を取り除�き，少�し�でも大学入試�

に相乗効果を生む指導の一�助と�し�て次のような取�

り組みを行っている。�

（1）�　�予習段階�

　授�業�で�扱�っ�た�読�解�素�材�か�ら�キ�ー�ワ�ー�ド�（�も�し�く�

は�重�要�と�思�わ�れ�る�）�英�単�語�３�つ�と�そ�の�説�明�文�を�電�

子辞書に内蔵された英英辞�典で調べてノー�ト�に筆�

写�し�てくるよう指示�し�ておく。キーワー�ド�となる�

語は通例，名詞が多いが，�ここでは品詞は問わず，�

自分が重要だと思った語を�自由に選択させること�

に�し�ている。高学年になるほど大�学入試の過去問�

や平常の単語テス�ト�用の単語帳，英字新聞を活�用�

するケースが増えるが，授�業内で文脈の背景知識�

を付与�し�たものなら何でもよいこ�とに�し�ている。�

（2）�　�実践�

①週２回，授業の最初の５�分間にペアワークを行�

う。週２回という回数は�ほどよい刺激となり，�

飽きることもないようで�ある。ただ�し�，状況に�

応�じ�て，夏期休暇中の進学講習�期間など90分授�

業の�場�合�は�毎�日�10分に�し�た�り，朝�の�SHや�LHを�

活用することもある。�

②一人の生徒が自分で調べ�てきた英単語１つの説�

明文を英語で音読する。�音読は２回を原則とす�

るが，英文が長くて未習�の単語が含まれること�

もあるため　�chunking　�し�てゆ�っくり読�む�（chunk

については高１段階で指�導�し�ておく）�。�

③相�手�が音�読�する�英�文を�shadowingし�，日本�語�に�

要約�し�て応答�し�た後，該当する単語を�発音�し�て�

ノ�ー�ト�に�筆�写�す�る�（�高�２�後�半�く�ら�い�か�ら�日�本�語�

に要約�するの�では�なく，dictationし�てか�ら該�当�

する単語をノー�ト�に書かせることもある）�。�

④答え合わせを�し�た後，順番を入れ換え�，今度は�

自分が調べてきた単語の�説明文を音読�し�，相手�

が日本語に要約，該当す�る単語をノー�ト�に筆写�

する。５分間それをくり�返�し�，互いに問題を出�

し�合うが，間違えた単語は自分�の専用ノー�ト�に�

書き取っておき，学校に�いる間に自分の電子辞�

書でその単語と説明文の�スペリングを確認�し�て�

おく。�

⑤家に帰ってから間違えた�単語と説明文の音読を�

20回ずつくり返す。さら�に「紙」の辞書を引き�

直�し�，その単語に付箋をつけ，�１週間後，も�し�

くは定期考査前に見直す�という作業を習慣化す�

る。�教師は役割モデル�（role model）�であり，�机間�

指導等�を通じ�て　�supporter　�に徹�する�が，生徒の�

到達度には常に目を配り�，�プラスイメージの�“褒�

め言葉”をかけ，やる気�をそがないようにする�

配慮が必要である。�

　�

4．むすび�

　生徒の反応を見ていると�，好評のようである。�

休み時間や昼休みなどに取�り組む生徒が増えてい�

るのは好ま�し�い光景である。以下に生徒�の「声」�

を総括�し�てまとめに代える。�

・ペアワークによる学習は短�時間であるが，自ら�

が参加するものだけに楽�し�い�し�，５教科７科目�

の厳�し�い受験勉強を�“癒�し�て”�くれる。�

・２～３か月も続けていると�単語・構文小テス�ト�

の得点がかなり上がるだけ�でなく，英語学習に�

対する　�motivation　�が高まる。�

・教科書の単元で自分が重要�だと思っていた語を�

ペアワークで相手が選んだ�語と比較することに�

よって，ス�ト�ーリーや筆者の主張に対す�るとら�

え方，感�じ�方の違いがわかり，�ト�ピ�ックに対す�

る興味が深まる。�

・電子辞書にある英英辞典の�リスニングはいわば�

速読練習にもつながり，聞�き取りだけでなく，�

語彙サイズ，構文力強化に�も役立つ。�

・�英�単�語の�説�明�文の�音�読や�　�dictation　�は�思っ�た�以上�

　に頭に残り，�“借文”�し�やすく，�口頭での�“瞬間”�

英作文に役立つ。�

・授業で扱った大学入試の過�去問や英字新聞から�

重要語�句を選�択�し�，dictationする�ことは�英作�文�

に有益である。また，評論�文のジャンル別のキ�

ーワー�ド�発見や背景知識の強化に�も直結する。�

・音読の際の　�chunking，�shadowing，�そ�し�て日本�

語要約はリスニングに役立�つ。また，自分の読�

み方もだんだん速くなって�きていると思う。�

・間違えた単語の専用ノー�ト�書き取りと自分の電�

子辞書での再確認は英語全�体の定着率を高める。�

また，単語テス�ト�ア�レ�ルギーもだいぶなくなっ�

てきた。�

・自宅での音読�20回と�「�紙」�の辞書での確認，テ�

ス�ト�前の見直�し�は定期考査だけでなく，�模試の�

偏差値にもはっきり数値と�し�て現れてきた。�

・リスニングの集中度が高ま�り，�OCⅠでネイティ�

ブの英語を聞き取りやすく�なった。また，話そ�

うと思ってもなかなか口を�ついて出てこなかっ�

た英語が，たどたど�し�くではあっても滑らかに�

なってきた。�

―辞書�と�疑似�リ�ス�ニ�ン�グ�―�

京都文教中・高等学校教�諭　�平井　�正朗�



　例年，�新学期が近づくと業�者からサンプルと�し�て�

『○○単』�が送られてくる。�最近は基本・発展�・応用�

編，�CD付，�文脈重視のもの，�などさまざまで，�一括�

購入�し�て�授�業で�「�単�語�テ�ス�ト�」�を�す�る�こと�が�「�語�彙�指�

導」�と思われている�フシもある。�

　Graded Readers　�な�ど�と�の�併�用�に�よ�り，語�彙�を�暗�

記することの動機�を引き出すことで�，�うまく機能�し�

て�い�る�ケ�ー�ス�も�あ�る�の�か�もし�れ�な�い�が，筆�者�に�か�

ぎって言えば，�週３時間の授業は�前時の復習と本時�

の�新教材�の導入，�説明・音�読などで手一杯で�，�その�う�

えさらに�「単語テス�ト�」�などする時間的余裕�はない。�

　確かに語彙の習�得は重要で，�言語学者の千野栄�一�

（�1986）�も�「�あ�る�外�国�語�を�習�得�」�し�よ�う�と�思�え�ば「ま�

ず，�何はともあれ，�やみくもに千の単語�を覚えるこ�

と�が�必�要�で�あ�る」と�述�べ�て�い�る。筆�者�の�体�験�で�も，�

英語を学び始めて�ある時期までは，�語彙不足から文�

章�の�途�中�で�モ�ヤ�が�か�か�り�文�意�が�追�え�な�く�な�っ�て�い�

たのが，�語彙が増えるにつれ�，�何とか最後まで読�み�

通すことができ，�概要がつかめる�段階になって英語�

学�習�が�楽�し�く�感�じ�ら�れ�た�こ�と�を�覚�え�て�い�る。�し�た�

がって，�学習者に語彙習得を�意識づけ，�サポー�ト�し�

ていくことは大切�である。�

　では，�通常の授業の中で，�語彙指導を行うには�ど�

う�し�たらよいか。�新語を覚えるのは，�新たな知り合�

いを覚えるのと同じ�で，�何度も出会ううちに�その特�

色もわかり，�な�じ�んでくる。�とはいえ，�最初の出会�

いがインパク�ト�のあるものであ�れば，�それだけ記憶�

にも残りやすいだ�ろう。�筆者の場合は，�新教材の導�

入をOral Introductionで行っているので，�新語は�（す�

べてではないが）�まず，�実物提示なり，�文脈を利用�し�

ながら既出の英語�で言い換えたり�し�て提示する。�例�

え�ば，Are We Alone in the Universe? （�Unicorn 

English Course I, L.８）� という課では，�初めにスピル�

バ�ー�グ�の�映�画　�E.T.　�が�引�き�合�い�に�出�さ�れ�る。そ�こ�で，�

筆者が　�E.T.　�の下手な絵を黒板�に描き，�以下のような�

展開になる。�

　音声もなく辞書�で引き，�「地球外生物」�と理解する�

よりは数段インパ�ク�ト�があるのではないだ�ろうか。�

　この後，�本文を黙読する際�も，�筆者の場合は配付�

し�たプリン�ト�に語彙の注釈があり�，�*extraterrestrial

＜�extra（�＝�outside）�＋�terre（�＝�the earth）�の�よ�う�に�

示�し�てもあるので，�耳で聞き逃�し�た学習者も再度確�

認することができ�，�多くの者にとっては�２度目の出�

会いとなる。�

　次の授業の復習�では，�前時の本文の空�所つきサマ�

リーを配付�し�，�キーワー�ド�的な語を入れさせ�る。�既�

出�の�語�は�文�脈�か�ら�当�然�わ�か�る�の�で�単�に�（　　）�に�し�

ておき，�前回の新出語は頭�文字だけヒン�ト�に出�し�て�

おく。�　�例えば�（e　　）�のように。�　�学習者にとっては�

３度目の出会いと�なり，�相当な�じ�んできており，�定�

着も�し�てくる。�

　ま�と�め�る�と，１�）�口�頭�導�入�→�２�）�本�文�プ�リ�ン�ト�→�

３）�復�習�サ�マ�リ�ー�の�３�段�階�を�通じ�，一�貫�し�て�文�脈を�

伴って新語に触れ�させるよう心がけて�おり，�この利�

点�は�本�文�の�流�れ�で�覚�え�る�の�で�記�憶�に�残�り�や�す�い�こ�

と，ま�た�前�後�の�単�語�と�の�関�係�で�覚�え�る�た�め，コ�ロ�

ケーションの理解�も深まることである�。�

　結局のところ，�筆者にとって，�語彙指導とは独立�

し�たものではなく�，�日頃の授業の一環で�なされるべ�

きもの，�という認識なので�ある。�もちろん，�学習者�

が�個�々�に�そ�れ�ぞ�れ�のレ�ベ�ル�に�応�じ�て�必�修�単�語�集�を�

利用することを否�定するつもりはない�。�

（筑波大学附属�駒場中・高等学校教�諭　八宮　�孝夫）�

英�語�教�育�時�評�

投稿�を�歓迎�し�ま�す�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの�
投稿をお待ち�し�ております。締切は特にありませんが，�
本誌は今後，9�月，2�0�1�0�年1�月，3�月，5�月にそれぞれ発�
行の予定ですので，原稿到着の時点で掲�載号を決めさ�
せていただきます。規定は以下のとおり�です。ご不明�
の点は編集部までお問い合わせください�。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�

1�6�

T :
S 1 :
T :

S 2 :

What is this?
E.T....?
Yes. What does E.T. stand for?
??

参考文献�
千野栄一�（1986）�『外国語上達法』岩波書店�

T :
　�

Well, it stands for“extraterrestrial.”�
“Extra”means“outside”and“terre”�
means“�the earth,”�so E.T. is a living thing 
outside the earth. Repeat after me,

“extraterrestrial,”�（以下略）�

語彙指導を�ど�う�すべ�き�か�


